
美術との関わり方は人それぞれ
　これまでの図工や美術の授業では、自

分で作品を制作・表現することに重きが置

かれてきました。でも、学校を卒業した後

も、表現活動を続ける人はどのくらいいる

でしょうか。むしろ、美術館やイベントを通

してさまざまな作品に親しむことの方が多

いはず。一方で、名画とされるような作品で

あっても、それを前にして、何をどのように

鑑賞したらいいのか、途方に暮れてしまう

こともしばしばです。つまり、必要なのは、

鑑賞方法を学ぶことなのです。それには、

学校教育はもちろん、大人になってからで

も遅いということはありません。

　作品から感じ取ることは人それぞれで

す。鑑賞者にとってはそれが、自分の気持

ちや生き方を振り返ったり、他者を理解す

るきっかけになったりします。作品の時代

背景や作者の意図とは別に、現在の社会

や鑑賞者が置かれている状況が、作品の

持つ意味を変えてしまうことだってあり得

ます。ですから、見る人によって違った解釈

になるのは当然で、その違いを認め合うこ

とも大事です。

鑑賞の足掛かりを提供する
　つまり、鑑賞方法に正解はないわけです

が、そうはいっても、なにかしらの足掛かり

は欲しいものです。その最初の一歩になる

さまざまなツールがあります。例えば、美術

館まで行かなくても、美術作品の絵葉書を

見ながら、そこに描かれている要素や色、

形などを洗い出していきます。これなら、

難しい美術の知識がなくても大丈夫。いき

なり評論したり感想を語る必要もありませ

ん。さらに、学校の先生などがファシリテー

ターとなって対話を進めていけば、自分が

どんなところに関心があるのかを発見する

こともできます。

　ツールの仕掛けは単純で、手作り感も満

載ですが、作品をただ眺めるだけではな

く、言葉を引き出してくれる優れものです。

こういったツールを使っていろいろな鑑賞

方法にチャレンジしてくうちに、得意な鑑

賞方法が見つかったり、鑑賞の選択肢、レ

パートリーが増えていきます。最近は、美

術館でも同様のツールを使ったり、ワーク

ショップを行うなど、美術の楽しみ方が多

様になっており、鑑賞スキルを身につける

機会も増えています。

言語化がもたらす美術鑑賞の魅力
　ここで重要なのは、言語化するということ

です。作品を見て、感動した、衝撃を受けた、

といった内面的な心の動きを、なんとなくの

感覚にとどめずに、きちんと言葉で表すこと

で、視覚イメージと言葉との間に相互作用が

起こり、さらにいろいろな思考を巡らせ、深

めることができます。他の人とのコミュニケー

ションを通して、それを共有したり、それぞれ

の違いを許容することで、作品に新たな価

値が生まれます。これこそが、美術鑑賞の

魅力です。こうした活動は、作品と作者があ

るだけでは成立しません。美術にとって、鑑

賞者はなくてはならない存在なのです。

　また、言語化というのは、近年の教育の

中でも重視されている力の一つです。美術

教育においても言語化のトレーニングがで

きれば、各教科を横断するような包括的な

力を培うことにもつながります。こうした背

景もあり、美術鑑賞への取り組みが行われ

るようになってきました。

創造的な美術鑑賞へ
　教科としての美術は、創意工夫の幅が広く、 

やりがいのあるものです。Artist、Researcher、

Teacherの頭文字をとった「ART」という

言葉もあり、従来の制作中心の教育から、

生涯教育の観点も含めた内容へと、これら

3者の視点で教育実践を進めていく考え方

が注目されています。鑑賞に注目した美術

教育は、実は新しい研究分野です。

　美術鑑賞は決して受動的な行為ではあ

りません。作品制作と同様に、それぞれの

個性を発揮できるとても創造的な活動で

あり、自己表現でもあるのです。美術作品

も、没入型の展示や映像とセットになった

もの、仮想空間に入り込むようなものなど、

新しいスタイルがどんどん登場しています

から、鑑賞支援ツールにもこれまでにない

アイデアが必要になります。より多くの人が

美術に触れ、作品を媒介として、それぞれ

の人生を豊かにすることを目指して、美術

鑑賞の世界を広げています。
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